
 

 

 

令和２年１月 26 日（日）、27 日（月）の２日間にわたり、令和元年度いわて三陸復興フォ

ーラムが開催されました。26 日（日）の全体会（盛岡市）では、フォトジャーナリストの安

田菜津紀さんによる基調講演と、三陸地域で活躍する３名のパネリストによるパネルディスカ

ッション行われました。27 日（月）は内陸報告会（盛岡市）と沿岸報告会（釜石市）に分か

れて開催され、応援派遣職員等による活動報告や片岸海岸防潮堤等の現地視察が行われました。 
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 令和２年１月 27 日（月）、盛岡市のサンセール盛岡において、令和元年度いわて三陸復興フォ

ーラムの内陸報告会が開催されました。 

はじめに、兵庫県立大学大学院の室﨑益輝教授により「災害復興と社会創造 阪神・淡路大震災

25 年の教訓として」と題した基調講演が行われ、続いて、いわて県民計画（2019～2028）長

期ビジョンで掲げる「より良い復興～４本の柱～」である、「安全の確保」「暮らしの再建」「なり

わいの再生」「未来のための伝承・発信」に基づく復興の取組について、応援派遣職員による活動

報告が行われました。 

県土整備部からは「安全の確保」分野の取組について、県北広域振興局土木部河川港湾課の山本

浩輔技師（派遣元：栃木県）と都市計画課の横山朋大技師（派遣元：東京都）の２名が、自身の業

務について活動報告を行いました。 

県北広域振興局土木部河川港湾課 山本 浩輔 技師 （派遣元：栃木県） 

「水門・陸閘自動閉鎖システムについて」 

いわて三陸復興フォーラム 
内陸報告会における活動報告 

県土整備企画室 
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県土整備部都市計画課 横山 朋大 技師 （派遣元：東京都） 

「復興支援の取組について」 
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令和２年１月 27 日（月）、釜石市の釜石 PＩT において、令和元年度いわて三陸復興フォーラ

ムの沿岸報告会が開催され、一般・県関係者合わせて３８名が参加しました。

沿岸広域振興局土木部からは、復興まちづくり課の奥平周示主査（派遣元：東京都）、岡島雄一

郎主査（派遣元：静岡県）、桑原直哉主任（派遣元：静岡県）の３名が活動報告を行いました。 

特に、宮城県、福島県、岩手県で通算７年間復興事業に従事した奥平主査の報告は非常に興味深

く、参加者が聴き入る姿が見られました。３名の活動報告からは、応援派遣職員として復興事業に

取り組む熱い想いが伝わり、発表後には会場から大きな拍手が湧きました。 

また、午後には管内現地視察として、東日本大震災津波からの災害復旧事業により整備した片岸

海岸防潮堤の見学が行われ、参加者は防潮堤の天端（てんば）を歩いて見学し、案内看板を使った

職員の説明に耳を傾けました。 

沿岸広域振興局土木部復興まちづくり課 奥平 周示 主査 （派遣元：東京都） 

「被災 3 県において応援派遣職員として津波防護施設の復旧・復興に従事して」 

いわて三陸復興フォーラム 
沿岸報告会における活動報告及び現地視察 

沿岸広域振興局土木部 

奥平主査 

4



美しい県土づくり NEWS 2020 年１月号 

沿岸広域振興局土木部復興まちづくり課 岡島 雄一郎 主査 （派遣元：静岡県） 

 桑原 直哉  主任 （派遣元：静岡県） 

「鵜住居川水門及び甲子川水門における津波防護機能の発現について」 

片岸海岸防潮堤現場見学の様子 

左：岡島主査 右：桑原主任 

案内看板 
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県土整備企画室  

 

＜整備概要＞ 

（１）整備内容

ア 移転場所 現ターミナル地域内 除雪車庫の北側用地（県有地 3,500 ㎡）

イ 規模・構造

・基本施設 オイルタンク 200ｋｌ×２基（旧：200ｋｌ×１基）、非常用発電機

・付帯施設 給油車両積卸場、給油ポンプ、油脂庫・機材庫、駐車場・洗車場

（２）事業主体  岩手県空港ターミナルビル株式会社 

（３）工  期  令和元年 5 月 20 日から令和元年 12 月 20 日 

（４）事 業 費  310,000 千円（うち県補助金 99,809 千円） 

＜期待される効果＞ 

（１）ターミナルエリアへ移転したことによる、作業効率の大幅な向上。

（２）200ｋｌのオイルタンクを２基整備し、燃料供給量が倍増したことによる国際線の誘致拡大。 

（３）非常用発電設備を新設したことによる、災害対応時の給油能力の向上。

＜完成したオイルタンク 2 基＞   ＜給油車両積卸場（手前）と給油ポンプ室（中央）＞ 

いわて花巻空港では、施設が老朽化（供用開始後 36 年経過）し、更新が必要となった

給油施設を現ターミナル地区に移転整備しました。 

移設後オイルタンク

現オイルタンク
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